
表   紙	“いわきの冬の風物詩”
1 〜 5	 中小企業景気動向調査の集計結果
	 特別調査「中小企業におけるデジタル化とキャッシュレスへの対応について」
　　6	 企業紹介「富士見防災通信（株）」
　　7	 市内の観光歴史めぐり : 白水阿弥陀堂の大イチョウ／向日葵
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“いわきの冬の風物詩”
イルミエールいわき

JR いわき駅前大通りをメイン会場に開催
される“いわきのまちの冬の風物詩”となっ
ている「イルミネーションイベント」です。

東日本大震災の翌年、平成 24（2012）年
から、いわき青年会議所が主催し、復興への
願いとふるさとへの想いを込めて「いわき光
のさくらまつり」としてスタートしました。

震災から 10 年目の節目に当たる令和 3
（2021）年からは、「イルミエールいわき」
に改称し、今年で第 4 回になります。

今年は、市内 7 カ所で同時開催され、一部
会場を除き 11 月 23 日（土・祝）から来年
1 月 13 日（月・祝）まで、「共に創るこれか
らのいわきの魅力～輝くわたしたちのいわき
～」をコンセプトテーマに、会場ごとに様々
な光のシーンを奏でて、冬の夜空を美しく彩
ります。

▲JRいわき駅ペデス
トリアンデッキからの
眺め

◀街中を照らすLED
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中小企業景気動向調査の集計結果
［調査対象企業数	 400 社］
［回答企業数	 　	396 社］
［回収率	 　99.0%］

業況はほぼ横ばいで推移、先行きについてはわずかに改善する見通し

概　況

自企業の業況

※ DI（Diffusion Index）値とは
　景気の動きをとらえるための指標であり、良化と回答した企業の割合から、悪化と回答した企業の割合
を減じた数値で、「とっかけ」の指標は DI 値を使用しています。
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令和 6 年 7 月～ 9 月期の自企業の業況 DI を前回調査（令和 6 年 4 月～ 6 月期）と比較すると、いわき市全域
で「悪化」超 26.8％と 0.8 ポイント悪化超幅が拡大した。前回調査時の「今期予想」では「悪化」超を 28.5％
とみていたので、予想よりも 1.7 ポイント悪化超幅が縮小した。地域別では、平・内郷方部は「悪化」超 26.0％
と 9.4 ポイント悪化超幅が拡大した。一方、小名浜・常磐方部は「悪化」超 29.6％と 1.6 ポイント悪化超幅が縮
小、勿来方部も「悪化」超 24.2％と 9.8 ポイント悪化超幅が縮小した。先行き（令和 6 年 10 月～ 12 月期）は、
いわき市全域で「悪化」超 25.0％と、悪化超幅の縮小が見込まれている。
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平 ・ 内 郷 方 部

小 名 浜 ・ 常 磐 方 部

勿 来 方 部

合 計

（本店・四倉・豊間・内郷・平窪・好間・中央台支店の地域）

（小名浜・泉・湯本・遠野・鹿島支店の地域）

（植田・錦・勿来・中岡支店の地域）



売上額は、前回調査（令和6年4月～6月期）の「減少」
超 24.7％に対し、今回調査（令和 6 年 7 月～ 9 月期）
では、「減少」超 21.7％と 3.0 ポイント減少超幅が縮
小した。また、先行き（令和 6 年 10 月～ 12 月期）は、

「減少」超 16.9％と、売上額の減少を見込まれている
企業がやや減少している。

製造業における受注残は、前回調査（令和 6 年 4
月～ 6 月期）の「減少」超 18.5％に対し、今回調査（令
和 6 年 7 月～ 9 月期）では、「減少」超 21.5％と 3.0
ポイント減少超幅が拡大した。先行き（令和 6 年 10
月～ 12 月期）は、「減少」超 12.7％と、受注残の減
少を見込まれている企業が大きく減少している。

建設業における受注残は、前回調査（令和 6 年 4
月～ 6 月期）の「減少」超 14.9％に対し、今回調査（令
和 6 年 7 月～ 9 月期）では、「減少」超 17.6％と 2.7
ポイント減少超幅が拡大した。先行き（令和 6 年 10
月～ 12 月期）は、「減少」超 13.2％と、受注残の減
少を見込まれている企業がやや減少している。

建設業における施工高は、前回調査（令和 6 年 4
月～ 6 月期）の「減少」超 11.9％に対し、今回調査（令
和 6 年 7 月～ 9 月期）では、「減少」超 7.4％と 4.5 ポ
イント減少超幅が縮小した。先行き（令和 6 年 10 月
～ 12 月期）は、「減少」超 8.8％と施工高の減少を見
込まれている企業がわずかに増加している。
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 製　造　業

卸　売　業
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サービス業

建　設　業

不 動 産 業

業　種　別 令和6年7月～9月期令和6年4月～6月期 令和6年10月～12月期（予想）

方 　 部 　 別 令和6年4月～6月期 令和6年7月～9月期 令和6年10月～12月期（予想）

いわき市全域

平・内郷方部
（本店・四倉・豊間・内郷・平窪・
好間・中央台支店の地域）

小名浜・常磐方部
（小名浜・泉・湯本・遠野・
鹿島支店の地域）

勿 来 方 部
（植田・錦・勿来・中岡支
店の地域）

▲26.0 ▲26.8（▲28.5） ▲25.0

▲26.6 ▲24.1（▲29.1） ▲22.8

▲28.1 ▲28.1（▲31.3） ▲25.0

▲27.0 ▲27.2（▲30.4） ▲28.9

▲30.4 ▲34.2（▲32.9） ▲26.6

▲23.9 ▲25.0（▲23.9） ▲22.1

▲  8.3 ▲12.5（▲12.5） ▲16.7

▲26.0 ▲26.8 ▲25.0

▲16.6 ▲26.0 ▲17.4

▲31.2 ▲29.6 ▲31.0

▲34.0 ▲24.2 ▲28.3
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　　売上額の業種別DI の推移
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前回調査（令和 6 年 4 月～ 6 月期）と今回調査（令
和 6 年 7 月～ 9 月期）を業種別にみると、小売業は「悪
化」超 27.2％と悪化超幅が 0.2 ポイント拡大、サービ
ス業は「悪化」超 34.2％と悪化超幅が 3.8 ポイント拡
大、建設業は「悪化」超 25.0％と悪化超幅が 1.1 ポイ
ント拡大、不動産業も「悪化」超 12.5％と悪化超幅
が 4.2 ポイント拡大した。一方、製造業は「悪化」超
24.1％と悪化超幅が 2.5 ポイント縮小、卸売業は前回
調査と同数の「悪化」超 28.1％となった。

先行き（令和 6 年 10 月～ 12 月期）は、小売業、
不動産業は悪化超幅が拡大する一方、製造業、卸売業、
サービス業、建設業で悪化超幅が縮小することから、
業種全体では「悪化」超 25.0％と悪化超幅の縮小が
見込まれている。

業種別・地域別業況

製造業でわずかに改善が見られたもの
の、業種全体ではほぼ横ばいで推移。
先行きは業種全体でわずかに改善する
見通し

※▲は「悪化」超

（　）は前回調査時の今期予想［単位 :%］

［単位 :%］

　▲ ▲
 売上額

　▲ ▲
 受注残

　▲ ▲
 施工高

業種別の業況

地域別の業況［方部別の推移］



原材料・仕入れ価格は、業種全体で前回調査（令
和 6 年 4 月～ 6 月期）の「上昇」超 36.2％に対し、
今回調査（令和 6 年 7 月～ 9 月期）では、「上昇」超
32.7％と 3.5 ポイント上昇超幅が縮小した。

先行き（令和 6 年 10 月～ 12 月期）は、業種全体で「上
昇」超 25.3％と原材料・仕入れ価格の上昇を見込ま
れている企業が減少している。

収益は、業種全体で前回調査（令和6年4月～6月期）
の「減少」超 28.5％に対し、今回調査（令和 6 年 7
月～ 9 月期）では、「減少」超 25.8％と 2.7 ポイント
減少超幅が縮小した。

業種別に前回調査（令和 6 年 4 月～ 6 月期）と今
回調査（令和 6 年 7 月～ 9 月期）を比較すると、製
造業、卸売業、サービス業は減少超幅が縮小、小売業、
建設業、不動産業は減少超幅が拡大した。

先行き（令和 6 年 10 月～ 12 月期）は、業種全体で、
「減少」超 22.5％と、収益の減少を見込まれている企
業がやや減少している。

在庫状況は、業種全体で前回調査、（令和 6 年 4 月
～ 6 月期）の「過剰」超 0.3％に対し、今回調査（令
和 6 年 7 月～ 9 月期）では、「不足」超 3.2％と「不足」
超に転じた。

先行き（令和 6 年 10 月～ 12 月期）は、建設業は
不足超幅が縮小する一方で、不動産業は今回調査と同
数の「不足」超、製造業、卸売業は不足超幅が拡大、
小売業は「過剰」超から「不足」超に転じることから、
業種全体で「不足」超 3.8％が見込まれている。
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　　収益の業種別DI の推移

　▲ ▲
 販売・請負価格

　▲ ▲
 収益

　▲ ▲
 在庫

　　販売・請負価格の業種別DI の推移
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　　原材料・仕入れ価格の業種別DI の推移

　▲ ▲
 原材料・仕入れ価格

販売・請負価格は、業種全体で前回調査（令和 6 年
4 月～ 6 月期）の「上昇」超 7.1％に対し、今回（令和 6
年 7 月～ 9 月期）は、「上昇」超 11.1％と4.0 ポイント上
昇超幅が拡大。業種別では、製造業は上昇超幅が縮小、
卸売業、不動産業は前回調査と同数となったが、小売業、
サービス業は上昇超幅が拡大、建設業は「下降」「上昇」
同数の 0.0％となった。先行き（令和 6 年10月～12月期）
は、建設業は再び「下降」超、製造業、サービス業は
上昇超幅が縮小する一方で、不動産業は今回と同数の「下
降」超、卸売業、小売業は上昇超幅が拡大することから、
業種全体では「上昇」超 11.4％が見込まれている。



令 和 6 年 7 月 ～ 9 月 期 令 和 6 年 10 月 ～ 12 月 期
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そ  の  他車        両事務機器機械・更改機械・新増土地・建物 実施しない そ  の  他車        両事務機器機械・更改機械・新増土地・建物 実施しない

- - - -

当面の重点経営施策（経営のポイント）経営上の問題点

設備投資の実施・予定

売上の停滞・減少

同業者間の競争の激化

原材料高（材料価格の上昇）

人手不足

利幅の縮小

仕入先からの値上げ要請

人件費の増加

大手企業（大型店）との競争の激化

人件費以外の経費の増加

商圏人口の減少

取引先の減少

販売商品（商品物件）の不足

その他

問題なし
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14

3

119 

7

3

10

0

9

－

－

3

－

－

0

0

3

3

38 

経費を節減する

販路を広げる

宣伝・広告を強化する

人材を確保する

情報力を強化する

品揃えを改善（充実）する

技術力を強化する（高める）

提携先を見つける

売れ筋商品を取り扱う

商店街事業を活性化させる

機械化を推進する

労働条件を改善する

その他

特になし

項　　　目
業 種 別

計 不
動
産
業

建
設
業

サ
ー
ビ
ス
業

小
売
業

卸
売
業

製
造
業

合　　　計

（複数回答）（複数回答）

また、金融機関からの借り入れ難易度は、「難しい」・
「該当なし」とする企業の割合が前回調査 ( 令和 6 年
4 月～ 6 月期 ) の 89.1％に対し、今回調査（令和 6 年
7 月～ 9 月期）では、87.6％となり、借り入れは行わ
ないとする考え方は、依然として変わっていない。

設備の状況は、9 割の企業（令和 6 年 7 月～ 9 月期
90.1％、令和 6 年 10 月～ 12 月期予想 89.8％）が「適
正」とした。

なお、「適正」以外の回答をみると、今回調査（令
和 6 年 7 月～ 9 月期）でも、全ての業種で「不足」・「や
や不足」とする企業が「過剰」・「やや過剰」とする企
業を上回ったことから、業種全体で「不足」超 7.3％
と前回調査と同様「不足」超の状況となった。

ー 4ー

資金繰りは、引き続きすべての業種で「苦しい」超
となっており、業種全体で「苦しい」超19.9％となった。

先行き（令和 6 年 10 月～ 12 月期）も、すべての
業種で「苦しい」超としており、業種全体で「苦しい」
超 18.2％と、資金繰りは、今後も厳しい状況が続く
ものと思われる。

金融機関からの借り入れ状況は、全体の 86.9％の
企業が「借り入れしない」とした。

今後の借り入れ予定についても、すべての業種で「借
り入れの予定なし」とした企業が「借り入れの予定あ
り」とした企業を上回っており、全体の 93.2％の企
業が「借り入れの予定なし」としている。

　▲ ▲
 資金繰り

　▲ ▲
 金融機関借り入れ状況

　▲ ▲
 設備の状況

上段 : 先数
下段 : 比率（%）
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問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

貴社では、事業上の情報収集・
情報発信等において、パソコン
やスマートフォン等でインターネッ
トを利用していますか。1～4の中
から1つ選んでお答えください。
また、同様に事業上で電子メー
ルを利用していますか。あてはま
るものを5～7の中から1つ選んで
お答えください。

貴社では、インターネットバンキ
ングを契約していますか。契約し
ている方は、契約している主な
理由または状況を1～5の中から
1つ選んでお答えください。契約
していない方は、契約していない
主な理由を6～0の中から1つ選
んでお答えください。

7月に実施された新紙幣の発行
に伴い、貴社では何らかの対応
(設備投資など)を実施しました
か。1～3からお答えください。ま
た、新紙幣導入を機にキャッシュ
レス支払手段の導入または強化
をしましたか。4～7からお答えく
ださい。

貴社では、取引先や顧客との決
済にあたって、現在、どのような
キャッシュレス支払手段を活用し
ていますか。主に活用している
キャッシュレス支払手段を1～9
の中から、3つ以内で選んでお答
えください。
活用していない方は0とお答え
ください。

問4の1～9で挙げたキャッシュレ
ス支払手段について、導入してい
る方は感じている不満を、導入し
ていない方は導入していない理
由を1～0の中から3つ以内で選
んでお答えください。
なお、特にないという方は0を
選択下さい。

2
3
4
5

6
7
8
9
0

1 夜間や休日でも利用できる
社内全体のIT化・事務負担軽減

残高管理が容易である
金融機関の店舗に行く必要がない
契約しているがほぼ使っていない

金融機関職員が訪問するから不要
パスワード管理等操作が面倒
セキュリティに不安がある
利用する機会がない

インターネット利用環境がない

0 3010 20 40 50 60（％）

0 3010 20 40 50 60（％）

総合397
構成比100%

総合397
構成比100%

❷ 16.7%

❸ 22.9%

⓿ 9.7%

❾ 51.9% ❽ 13.7%

❼ 3.7%

❶ 22.9%

❹ 27.1%

❺ 10.4%

➡

契約している 

➡

契約していない 
❻ 21.0%

21.0%21.0%
3.7%3.7%

13.7%13.7%
51.9%51.9%

9.7%9.7%

22.9%22.9%
16.7%16.7%
22.9%22.9%
27.1%27.1%

10.4%10.4%

2
3

対応した
対応の必要性を感じているが、まだ、対応していない

対応の必要性を感じていない

1
10 20 40 50 80（%）300

12.9%12.9%
27.8%27.8%

59.3%59.3%

4
5

既に導入済みでさらに強化した
既に導入済みで強化はしていない

新たに導入した
導入していない7

6

10 20 40 50

60

60

70

70 80（%）300

7.3%7.3%
19.9%19.9%

3.5%3.5%
69.3%69.3%

➡

新紙幣発行に伴う対応

➡

キャッシュレス支払手段

2
3
4
5

クレジットカード
デビットカード
QRコード決済

電子マネー（交通系・流通系）
プリペイドカード

デジタル通貨（地域電子通貨・暗号資産）
口座振替（自動振替）サービス
電子記録債権（でんさい等）

その他
活用していない・関係ない

1

7
6

8

0
9

5 10 20 25 3015 35（%）0

23.9%23.9%

33.7%33.7%

2.8%2.8%
11.0%11.0%

6.1%6.1%
0.6%0.6%
0.8%0.8%

15.6%15.6%
4.7%4.7%

0.8%0.8%

2
3
4
5

初期費用が高い
手数料が高い

セキュリティが不安
決済手段が多すぎて何を使うべきかわからない
キャッシュレスに対応していない取引先がある

災害や障害時に利用不能になる
現金化までに時間がかかる

個人情報などのデータ管理が煩雑
わかる人がいない
不満などはない

1

7
6

8

0
9

5 10 20 2515 35（%）0

6.7%6.7%

27.6%27.6%

17.1%17.1%
8.5%8.5%

3.1%3.1%
6.7%6.7%

4.4%4.4%
16.1%16.1%

2.2%2.2%
7.6%7.6%

2
3

利用しており、自社ホームページも開設
利用しているが、自社ホームページは未開設

利用していないが、今後利用したい
利用することは考えていない

1
10 20 40 50 60（%）300

29.8%29.8%
31.6%31.6%

13.1%13.1%
4

5 利用している
利用していないが、今後利用したい

利用することは考えていない7
6

10 20 40 50 60（%）300

25.5%25.5%

53.8%53.8%
18.7%18.7%

27.5%27.5%

➡

インターネットの利用

➡

電子メールの利用

特別調査「中小企業におけるデジタル化とキャッシュレスへの対応について」



●南白土墓園

●いわき平競輪場

●いわき市役所

●松村総合病院 ●町役場支所

平三小
●

平三中
● 平五小

●

↑JRいわき駅

↓小名浜

町役場出張所
●

●山崎学園
　磐城緑蔭高

富士見防災通信

代表取締役  志賀　義平

public relat ions
企業紹介

富士見防災通信㈱

住　　所：〒970－8025　いわき市平南白土2－11－19
電話番号：0246－22－0629
営業時間：午前8時15分～午後5時30分
休　　日：会社カレンダーによる

弊社は昭和 55（1980）年 5 月の創立以来、防災
設備・電気通信設備の施工および保守を手掛けて
まいりました。
東日本大震災の発生により、防災に対する世の
中の意識は大きく変わったと思います。そして、
多くの復興事業で建設された建物にはどれもこれ
も、最新の防災設備・電気通信設備が備えられて
います。
日進月歩で発達する通信情報技術は、防災のた
めに有効活用されているのはもちろん、これから
訪れる高齢化社会において、より便利でより安全
な生活を支える基盤のひとつとなることは間違い
ありません。弊社では刻々と変化するニーズにも
対応することができるよう、技術の習得にも努め
ております。
これからも防災設備・電気通信設備の施工から
保守に至るまでのトータルサポートを通じて、地
域社会のより便利でより安全な生活を支えてまい
ります。
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【編集室から】
防災設備は、自然災害や人災などから命と
財産を守るために設置されるさまざまな設備
です。火災報知器や消火器などさまざまな種
類があり、消防法を中心に設置義務などが定
められています。放送機材や電話といった電
気通信設備は、日常生活や業務などに欠かせ
ない設備であることから、災害時にも活用さ
れます。
どちらも間断なく使えることが重要である
ことから、富士見防災通信（株）では「24 時間」
の対応を通じて顧客の安心安全をしっかりサ
ポートしています。また、地元に根差しつつ、
北は相双地区、南は茨城県までを中心エリア
として業務に取り組んでいます。
これまで、東日本大震災発生後の需要増、テ
レビのアナログ放送からデジタル放送への切
り替え、急速に進展するデジタル化など、時
代の変化に応じた様々なニーズにも技術習得
を続けながら対応してきました。
また、社員一人一人が「仕事もプライベー
トも充実している人生」を実現してほしいと、
職場環境の改善にも着手するなど、時代に合
わせ、働き方も積極的に変化させています。
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▼『とっかけ』とは　「始める」「取りかかる」という意味の
いわき地方の方言です。この情報を、何かを始めようとする
時のきっかけ、取っかかりにして頂ければ幸いです。

向日葵
c o l u m n

日本銀行福島支店が 10 月に公
表した 2024 年 9 月分の福島県

金融経済概況は、県内景気は、緩やかな持ち直しを続けている
ものの、そのペースは鈍化している。 

最終需要の動向をみると、個人消費は、回復ペースが鈍化し
ている。住宅投資は、基調としては弱めの動きとなっている。設
備投資は、能力増強投資などがみられており、緩やかに持ち直
している。公共投資は、減少していると公表されております。 

一方、当金庫の景気動向調査では、いわき市全域では令和
6 年 4 月から 6 月期の前回調査と比較し、令和 6 年 7 月から 9
月期の今回調査では、業種全体ではほぼ横ばいで推移しており
ます。先行きについてはわずかに改善する見通しとなっておりま
す。また、資金繰りについては、依然としてすべての業種で「苦
しい」超となっており、先行きについてもすべての業種で「苦しい」
超となっています。当金庫は、今後もお客様の様々な課題解決
のお手伝いをさせていただくため、お客様に寄り添い、積極的
にかつ迅速に取り組んで参ります。

いわき市には、多くの観光歴史名所があります。

「市内の観光歴史めぐり」として、白水阿弥陀堂

の大イチョウを紹介します。

国宝白水阿弥陀堂の境内に、大きなイチョウが

あります。

昭和47（1972）年以来、境域復元工事が進め

られ、建造物保護のために脇枝と梢(木の幹や枝

の先)が切り落とされ、現在は樹高約29ｍ、胸高

幹周り5.9ｍの大木です。

以前は高さ10ｍ付近に相生の桜とサカキがあ

りましたが、桜は枯れてしまいました。

イチョウは生長が早く、土地を選ばないので、大

木になることから、各地で天然記念物として指定さ

れていることが多く、本樹も昭和43（1968）年12

月27日にいわき市指定天然記念物に指定されま

した、

秋のイチョウの葉が一斉に黄色く染まる光景

は、まるで絵画のようで、誰もが心を奪われる瞬間

です。また、新緑、紅葉時の御堂を囲む浄土庭園

と大イチョウのコントラストは格別であります。

特に、紅葉の見ごろにあわせての夜間のライト

アップは、大イチョウや色づいたもみじが暗闇の

中に美しく浮かび上がり、幻想的な雰囲気に包ま

れます。

▲浄土式庭園と大イチョウ

白水阿弥陀堂の大イチョウ

り
市 内 の

めめめぐ光光光

（しらみずあみだどうのおおいちょう）
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（所在地 :いわき市内郷白水町広畑）
いわき
JCT ●

JR常磐線

至勿来

至JRいわき駅

６号バイパス

常磐自動車道

至郡山

　　●
内郷宮郵便局

●
●

●●

●
●

●

内町小
白水郵便局

広畑簡易
郵便局

みろく沢
炭砿資料館

ホンシュ
いわき工場

宮小

　●
福島労災病院　●

ひまわり信用金庫
内郷支店

　  ●
いわき市
医療センター

白水阿弥陀堂

JR
内
郷
駅願成寺


